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自己紹介

2000年3月 大阪大学医学部保健学科看護学専攻 卒業 
2000～2006年      大阪大学医学部付属病院消化器外科病棟 勤務

               →ターミナル期の在宅移行に多くかかわり、「退院後の生活」を支えることに関心をもつ

2007～2023年  愛仁会高槻訪問看護ステーション(高槻市)、済生会兵庫県病院訪問看護ステーション(神戸市北区)
   ハピネス訪問看護ステーション(大阪市平野区)で勤務
    →病気だけでなく、生活する環境や人とのつながりが健康に大きく影響することを実感

地域で暮らし続けるための予防支援や地域づくりに関心をもつ

2023～2025年    大阪公立大学大学院看護学研究科博士前期課程 卒業
→松原市地域包括支援センターで不眠症状とフレイルに関する研究

2025年～   大阪公立大学大学院看護学研究科博士後期課程 在学中

     →フレイル予防、要介護化を予防する地域づくりをテーマに研究中



2

本日の内容

１． 松原市における社会的処方連携システムとは

２． 松原市の地域資源と活用に向けた課題

３． 社会的処方連携システムの評価方法

４． 期待される評価と今後の展望
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２． 松原市の地域資源と活用に向けた課題

３． 社会的処方連携システムの評価方法
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医療機関
・診療所
・調剤薬局等

地域の橋渡し役
  ・生活支援

コーディネーター

社会的孤立や生活
課題把握の窓口

地域活動の紹介・参加支援外出機会の少ない
高齢者

生活課題のある者

地域活動・地域資源
通いの場・
地域サロン・
ボランティア活動

地域活動への参加を通じた
社会的フレイルの改善

社会的処方とは、
医療・保健専門職が社会的孤立や生活課題を抱える人を地域活動につなぎ、健康課題の改善を
目指すアプローチである

1．松原市における社会的処方連携システムについて
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地域活動の紹介・参加支援

対象者

・地域活動へ自立
参加が可能な方

・主に65歳以上の
高齢者

※リーフレットの配布は
40歳以上にも行う

(友人や家族の参加も
    促進する)

調剤薬局

・社会的フレイル
の調査

・地域参加
リーフレットを配布

・地域活動参加の紹介

生活支援コーディネーター

・社会的フレイル該当者への
電話連絡

・地域活動の提案・参加支援

・継続支援・参加状況の共有

地域活動・交流活動

・フレイル予防活動：
元希者カフェ(体操・脳トレ等)
健康まつばら(体操・水彩画・
  健康麻雀・認知症カフェ等)

・多世代交流活動：
おしゃべりカフェ・
みんなでごはん

地域活動に参加が
期待できる方

地域活動への参加を通じた
社会的フレイルの改善

松原市における社会的処方連携システムは、
調剤薬局を起点として、地域在住高齢者が生活支援コーディネーターと連携することで
地域活動への参加を促進し、社会的フレイル予防を目指すアプローチ

地域活動参加の
きっかけの窓口

1．松原市における社会的処方連携システムについて
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● リーフレットの役割
・共通の地域資源ツール
調剤薬局・生活支援コーディネーター・対象者が地域資源を共有
共通理解のもとで地域参加を支援

・地域活動のきっかけづくり
地域活動を知る
地域活動参加の「最初の一歩」を後押し

・幅広い対象への活用
社会的フレイルの有無にかかわらず配布し、地域活動参加を促す

・社会的フレイル該当者への個別支援
生活支援コーディネーターが地域活動参加を支援

共通の地域資源ツールとしてリーフレットを活用し、
社会的フレイル該当者には個別支援を組み合わせる

1．松原市における社会的処方連携システムについて
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対象者

・地域活動へ自立
参加が可能な方

・主に65歳以上の
高齢者

※リーフレットの配布は
40歳以上にも行う

(友人や家族の参加も
    促進する)

調剤薬局

・社会的フレイル
の調査

・地域参加
リーフレットを配布

・地域活動参加の紹介

地域活動・交流活動

・フレイル予防活動：
元希者カフェ(体操・脳トレ等)
健康まつばら(体操・水彩画・
  健康麻雀・認知症カフェ等)など

・多世代交流：
おしゃべりカフェ・
みんなでごはん など

地域活動に参加が
期待できる方

地域活動への参加を通じた
社会的フレイルの改善

松原市における社会的処方連携システムでは、
地域活動への参加を促進するとともに、社会的フレイルに該当する方には生活支援コーディネー
ターによる個別支援を行います

1．松原市における社会的処方連携システムについて

大学

地域活動参加の
きっかけの窓口

社
会
的
フ
レ
イ
ル
判
定

該
当
な
し

社
会
的
フ
レ
イ
ル

該
当
あ
り

社
会
的
フ
レ
イ
ル

生活支援コーディ
ネーター

・社会的フレイル
該当者への
電話連絡

・地域活動の提案
参加支援

地域活動の参加支援
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● 社会的処方連携システムにより期待する効果

調剤薬局を起点とした
社会的処方連携システム

地域活動参加の促進

社会的フレイルの改善

フレイル予防

1．松原市における社会的処方連携システムについて

・社会的サポートの改善
(支えてもらう知覚)

・社会的ネットワークの改善
(人とのつながり)

１）地域活動への参加促進

２）地域活動参加や社会的処方を通じた、
社会的サポートや社会的ネットワークの向上
(支えてもらう知覚・人とのつながり)

３）社会的フレイルの改善

４）フレイル予防
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1．松原市の社会的処方連携システムについて

本事業では、調剤薬局を窓口とし、地域資源リーフレットを共通ツールとして活用し、薬剤師会・社
会福祉協議会・松原市・大阪公立大学が役割を分担しながら連携システムを構築します

大阪公立
大学

松原市内の
地域活動
資源

松原市
高齢介護課

松原市
社会福祉
協議会

松原市
薬剤師会

●調剤薬局 ：
地域活動リーフレットの活用・配布、
社会的フレイルの調査
地域活動参加のきっかけづくり

●松原市社会福祉協議会 (生活支援コーディネーター)：
地域活動の提案・リーフレットの作成協力、
地域活動の紹介・参加支援
社会的フレイル該当者への連絡・継続支援

●松原市高齢介護課 ：
連携事業の推進・体制整備

●大阪公立大学看護学部 ：
地域資源リーフレットの作成
社会的フレイル該当者の評価、連携システムの構築・効果検証

● 連携システムにおける役割
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１）地域活動につながる新たな入口
調剤薬局を起点として、地域活動につながりにくかった方への新たなアプローチ

２）医療と福祉をつなぐ連携
地域資源リーフレットを共通ツールとして、薬局と生活支援コーディネーターが連携して支援

３)地域とのつながりを育む
地域活動への参加を通して、人とのつながりや支え合いを育み、社会的フレイル予防につなげる

1．松原市の社会的処方連携システムについて

● 松原市社会的処方連携システムのポイント
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本日の内容

１． 松原市における社会的処方連携システムとは

２． 松原市の地域資源と活用に向けた課題

３． 社会的処方連携システムの評価方法

４． 期待される評価と今後の展望
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2. 松原市の地域資源と活用に向けた課題

● 松原市の生活支援コーディネーター

第1層(1名)：
松原市全域の基盤整備

第２層(4圏域 各１名)：
地域資源のネットワーク開発
地域資源の開発
住民活動支援

デイサービスセンター
ひまわり / PT

聖徳会 
/ 介護福祉士・相談員

阪南中央病院
/ 相談員

遊づる
/ 居宅支援員

松原市社協
/ 社会福祉士
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2. 松原市の生活支援コーディネーターと地域資源

●  リーフレットに掲載候補となる地域資源

・介護予防教室

・スマホ教室

・介護予防アプリ

・きらりボランティア活動

・キッチンカー事業による多世代交流イベント

・元希者クラブ(松原市老人クラブ連合会)

１）松原市が主体となる地域資源
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2. 松原市の生活支援コーディネーターと地域資源

２）社会福祉協議会中心の活動
(生活支援コーディネーター)

・元希者カフェ

・認知症カフェ

・おたがいさんカフェ

・まつばら脳トレプリント配布

・ボランティア活動
①天美荘
②松寿苑
③松原テラス(輝)
④つるかめ苑
⑤松南苑



15脳トレプリントは、多くの調剤薬局が協力施設となっており、薬局からつながる活動の一つとなっている
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2. 松原市の生活支援コーディネーターと地域資源

３） NPO法人などの活動

・社会福祉法人聖徳会 健康サークルまつばら

・NPO法人まつばらベース みんなでごはん
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松原市には多様な地域活動や交流の場があります。
一方で、孤立しがちな方や外出機会が減ってきた方ほど、地域参加につながりにくい
現状があります。

2. 松原市の生活支援コーディネーターと地域資源

調剤薬局で紹介しやすく、生活支援コーディネーターによる支援にもつながりやすい地域資源
を整理し、参加を後押しするリーフレットを作成します。
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本日の内容

１． 松原市における社会的処方連携システムとは

２． 松原市の地域資源と活用に向けた課題

３． 社会的処方連携システムの評価方法

４． 期待される評価と今後の展望
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●研究デザイン 調剤薬局を介入単位とした非ランダム化比較研究

●対象地域 松原市北東地区の調剤薬局 介入群・対照群：各1施設
(研究ご協力 介入群：磯野薬局様 ，対照群：ひの丸薬局様)

 ●対象者 選定基準：調剤薬局を利用する65歳以上の地域在住高齢者
(介入群 約150名、対照群 約150名)

    除外基準：移動に同伴や介助を要する者(車椅子移動や歩行器移動も含む)
   調査票(自己記入)が困難と判断される者

※本研究では、地域活動への自立参加の可能性を考慮し、移動の自立性を基準として対象者を設定した

●調査方法 ・介入評価は、ベースライン・ベースラインから3カ月後の自記式質問紙調査で行う

３．社会的処方連携システムの評価方法

研究目的
調剤薬局を起点とした社会的処方による地域活動参加を促す連携システムの効果を検証する
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● 介入研究のフロー

薬局へ研究説明および同意の取得

対象者へ研究説明および同意の取得

ベースライン調査(社会的フレイル調査含む)

社会的フレイル：1点以下 社会的フレイル：２点以上

地域参加リーフレットによる地域資源の紹介

生活支援Cによる電話連絡：地域資源
の紹介・参加の促し

3か月後 質問紙調査(郵送法)

来局時に地域活動参加の声かけ・維持支援

通常の処方箋対応

※調査終了後、
同様の介入を実施

生
活
支
援C

調
剤
薬
局

調剤
薬局

介入群 対照群

研究者

３．社会的処方連携システムの評価方法
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● 調査項目

項目 内容

年齢 （ ）歳

性別 男/女

婚姻状況 配偶者もしくはパートナーがいる(事実婚・内縁を含む)/死別/離別/未婚

最終学歴 中学卒(9年以下)/高校卒(9－12年)/専門学校・短大・大学卒(13年以上)

就労状況 就業あり/就業なし

経済状況
(内閣府
：経済生活全般の状況)

家計にゆとりがあり、まったく心配なく暮らしている
家計にあまりゆとりはないが、それほど心配なく暮らしている
家計にゆとりはなく、多少心配である
家計が苦しく、非常に心配である
その他

主観的健康観 （あなたの現在の健康状態はいかがですか？）
よい/まあよい/ふつう/あまりよくない/よくない

１）基本属性

３．社会的処方連携システムの評価方法
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２）アウトカム
項目 尺度

地域活動参加状況 地域活動参加状況
行動(実際の地域活動参加)
・過去1カ月の地域活動
・交流活動への参加頻度・新規参加の有無

社会的サポート
MSPSS：
知覚社会的サポート尺度
短縮版

主観(感じている社会的支援)
・知覚された社会的サポートを評価する7項目
 の尺度・家族(２項目)・友人(２項目)・重要な他者(３
 項目)からの支援認知を各項目７件法で
把握する

社会的ネットワーク

LSNS-6：
Lubben社会的ネットワーク
尺度短縮版

客観(実際人とのつながり)
・家族(3項目)・友人(3項目)の社会的ネット
 ワークを評価

社会的フレイル
 社会的フレイル

  Makizatoらが開発した社会的 
フレイルの定義

・外出頻度・友人宅への訪問・役割知覚・独居・
毎日の会話の有無について質問。

・５項目の質問に２件法で回答。１項目１点。

３．社会的処方連携システムの評価方法
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●解析方法 ・ベースラインと3カ月後を比較し、介入効果を検証
  ・地域活動参加・社会的サポート・社会的ネットワーク・社会的フレイルを評価
・ITT解析により評価

●倫理的配慮 大阪公立大学大学院看護学研究科の倫理審査の承認を得て実施する

３．社会的処方連携システムの評価方法
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本日の内容

１． 松原市における社会的処方連携システムとは

２． 松原市の地域資源と活用に向けた課題

３． 社会的処方連携システムの評価方法

４． 期待される評価と今後の展望
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４．期待される評価と今後の展望

①  地域活動参加の効果を明らかにする

②  社会的サポート・社会的つながりの効果を明らかにする

③   社会的フレイルへの効果を明らかにする

④ 今後の実装に向けた課題を明らかにする

● 本事業評価で明らかにしたいこと
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① 松原市への意義
・調剤薬局を新たに地域活動への窓口とした社会的処方連携システムを提案する
・地域活動につながりにくい高齢者への新たなアプローチ方法を示す

②  医療・福祉分野への連携
・調剤薬局・生活支援コーディネーター・行政・大学が連携する新たな連携システムを提案する
・医療と福祉をつなぐ新たな地域包括ケアシステムの発展に寄与する

③  看護学的意義
・地域で暮らす高齢者を医療から福祉・地域活動へつなぐ地域看護の新たな連携システムを提示する

● 本研究の意義

４．期待される評価と今後の展望
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① 本事業による実装可能性の検証
・本事業を通じて、実装可能性や運用上の課題を明らかにする

② 地域ごとの課題の整理
・各圏域の地域資源や地域特性もふまえた連携方法を検討する

③ 松原市全体への段階的な展開
・各圏域で得られた知見をもとに、段階的な地域展開の可能性を検討する展開できる仕組みを
目指す

４．期待される評価と今後の展望

● 今後の展望
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調剤薬局という身近な場所から地域活動につながることで、

これまで地域活動につながりにくかった方への新たなきっかけとなり、

住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられる地域づくりにつながればと考えています。

ぜひ、忌憚のないご意見をお願いいたします。

４．期待される評価と今後の展望

● おわりに
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ご清聴ありがとうございました
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